
平成１８年３月中間期
決算説明資料

株式会社ニッピ



平成18年3月中間期決算概況
（平成１７年４月１日～平成１７年９月３０日）

○総括

（売上面）
・食用ゼラチン、健康食品用ペプタイドは好調持続。
・コラーゲン・ケーシング堅調に推移。
・化粧品、化成品、リンカーほぼ順調。
・皮革関連製品（特に靴・カバン用）、写真用ゼラチンは低迷。

（利益面）
・原材料高の影響により、利益率を大きく圧迫。

トピックス
○コラーゲン・ケーシング工場増設工事完了。操業開始。
○中国上海にハンドル用革の現地日系自動車メーカーへの販売を目的とし販売子会社を現地法人として設立。中国市場拡大に意欲。

△48.3％394百万円・経常利益△48.6％229百万円・経常利益

△28.1％355百万円・当（中間）期純利益＋17.8％363百万円・当（中間）期純利益

△29.5％712百万円・営業利益△41.0％387 百万円・営業利益

＋17.9％23,731百万円・売上高＋ 1.7％12,594百万円・売上高

前期比（連結）前期比（単体）



○セグメント別分析 皮革事業

・国内市場における低価格海外製品の輸入増大
・消費者の低価格志向影響大（靴・カバン関連）
・製品の集約化推進
・海外委託加工推進（自動車関連）
・効率的生産体制構築による利益率向上に注力

７１百万円

４，８３０百万円

平成１７年３月中間期（前）

＋26.9％９１百万円営業利益

△4.4％４，６１６百万円売上高

前期比平成１８年３月中間期（当）



○セグメント別分析 非皮革事業

○ゼラチン部門・・・売上は好調に推移するも、利益面で伸び悩む。
・食用ゼラチン好調
・デジタルカメラの普及による写真用ゼラチン需要減退

○ペプタイド部門・・・売上大幅増。
・フィッシュコラーゲン、健康・機能食品用原料等大幅に売上増
・魚など異素材開発に注力、顧客ニーズへの迅速な対応が市場で高評価

○コラーゲン・ケーシング部門・・・売上は好調に推移するも、原材料高の高騰により利益減少。
・新製品投入、販売努力が市場で高評価

○コラーゲン化粧品部門・・・売上は順調に推移するも、利益面で伸び悩む。
・コラーゲンブランドの定着化、新商品開発に注力
・店舗数増加による新規出店費用発生

８１１百万円

７，４０７百万円

平成１７年３月中間期（前）

△42.7％４６６百万円営業利益

＋20.2％８，９０３百万円売上高

前期比平成１８年３月中間期（当）



○セグメント別分析 その他の事業

○貿易関連事業・・・堅調に推移

○リンカー部門・・・順調

○不動産開発・・・暫定利用推進中
・遊休土地の有効活用（フットサルコート、店舗、駐車場、事務所賃貸事業）

６２１百万円

８，３９４百万円

平成１７年３月中間期（前）

＋ 4.2％６４７百万円営業利益

＋29.5％１０，２１１百万円売上高

前期比平成１８年３月中間期（当）



損益計算書（連結）

3.6％

４９３百万円

1.4％

3.8％

７６２百万円

１，００９百万円

２０，１２４百万円

平成１７年３月中間期（前）

－2.4％株主資本当期純利益率

△28.1％３５５百万円○中間純利益

－0.7％総資本経常利益率

－1.7％売上高経常利益率

△48.3％３９４百万円○経常利益

△29.5％７１２百万円○営業利益

＋17.9％２３，７３１百万円○売上高

前期比平成１８年３月中間期（当）



セグメント別連結売上構成比

平成18年3月中間期（当） 平成17年3月中間期（前）

皮革事業20％
その他43％

非皮革事業
37％

皮革事業24％
その他39％

非皮革事業
37％



主要経営指標等推移（連結）

４２．１８５９．４３４２．４７１株当り中間純利益（円）

１７８２．００１６５８．２４１５６１．０５１株当り純資産額（円）

2.4％3.6％2.8％自己資本利益率 （％）

５６，９２６５５，４９９６０，６１３総資産額 （百万円）

１４，９９３１３，７６５１３，１７１純資産額 （百万円）

３５５４９３３５８当（中間）期純利益 （百万円）

３９４７６２６０１経常利益 （百万円）

７１２１，００９９６３営業利益 （百万円）

２３，７３１２０，１２４２２，３７７売上高 （百万円）

平成18年3月中間期平成17年3月中間期平成１6年3月中間期



利益推移（連結）
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１株当り（円）

営業利益 963 1,009 712

経常利益 601 762 394

中間純利益 358 493 355

１株当り

中間純利益 42.47 59.43 42.18

H16年3月中間期 H17年3月中間期 H18年3月中間期



貸借対照表（連結）

０百万円２０百万円繰延資産

５５，４９９百万円５６，９２６百万円総資産額

２４．８％２６．３％自己資本比率

１３，７６５百万円１４，９９３百万円純資産額

２０，３８２百万円２１，４４７百万円固定負債

２１，０６９百万円２０，１４６百万円流動負債

４０，７１１百万円４２，４７３百万円固定資産

１４，７８８百万円１４，４３２百万円流動資産

平成17年3月中間期（前）平成１8年3月中間期（当）



損益計算書（単体）

－２．２％２．４％株主資本当期純利益率

＋17.8％３０８百万円３６３百万円○中間純利益

－０．８％０．４％総資本経常利益率

－３．６％１．８％売上高経常利益率

△48.6％４４６百万円２２９百万円○経常利益

△41.0％６５５百万円３８７百万円○営業利益

＋ 1.7％１２，３７３百万円１２，５９４百万円○売 上 高

前期比平成17年3月中間期（前）平成18年３月中間期（当）



主要経営指標等推移（単体）

３０．４６２６．０２２８．９６１株当り中間純利益（円）

１２８７．２９１２０２．７０１１５９．１４１株当り純資産額（円）

２．４２．２２．５自己資本利益率 （％）

５４，２４４５３，４１６５８，６５８総資産額 （百万円）

１５，３７６１４，２３０１３，８７２純資産額 （百万円）

３６３３０８３４６中間純利益（百万円）

２２９４４６３０６経常利益 （百万円）

３８７６５５５８３営業利益 （百万円）

１２，５９４１２，３７３１２，５６２売上高 （百万円）

平成18年３月中間期平成17年３月中間期平成16年３月中間期



利益推移（単体）
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１株当り（円）

営業利益 583 655 387

経常利益 306 446 229

中間純利益 346 308 363

１株当り

中間純利益 28.96 26.02 30.46

H16年3月中間期 H17年3月中間期 H18年3月中間期



貸借対照表（単体）

０百万円２０百万円繰延資産

５３，４１６百万円５４，２４４百万円総資産額

２６．６％２８．３％自己資本比率

１４，２３０百万円１５，３７６百万円純資産額

１９，５３６百万円２０，７８７百万円固定負債

１９，６４８百万円１８，０８１百万円流動負債

４２，１１１百万円４３，８７５百万円固定資産

１１，３０４百万円１０，３４９百万円流動資産

平成１７年３月中間期（前）平成１８年３月中間期（当）



業績予想（連結）

800百万円
（前期実績： 712百万円 12％ ）

1,600百万円
（前期実績： 1,810百万円 31％ ）

○営業利益

500百万円
（前期実績： 355百万円 40％ ）

600百万円
（前期実績： 394百万円 52％ ）

23,500百万円
（前期実績：２３，７３１百万円 1％ ）

平成１９年３月中間期

800百万円
（前期実績： 769百万円 4％ ）

○当期純利益

1,200百万円
（前期実績： 1,427百万円 36％ ）

○経常利益

47,000百万円
（前期実績：４３，１１９百万円 38％ ）

○売上高

平成１８年３月期（通期）



業績予想（単体）

500百万円
（前期実績： 387百万円 29％ ）

800百万円
（前期実績：１，１６１百万円 31％ ）

○営業利益

350百万円
（前期実績： 363百万円 3％ ）

350百万円
（前期実績： 229百万円 52％ ）

13,000百万円
（前期実績：１２，５９４百万円 32％ ）

平成１９年３月中間期

570百万円
（前期実績： 606百万円 5％ ）

○当期純利益

500百万円
（前期実績： 787百万円 36％ ）

○経常利益

25,500百万円
（前期実績：２４，５４６百万円 38％ ）

○売上高

平成１８年３月期（通期）



確かな技術に裏づけされた高品質商品のサプライヤーとして確かな技術に裏づけされた高品質商品のサプライヤーとして

お客様の満足いく商品開発に努め、お客様の満足いく商品開発に努め、

業界のリーダーとして社会貢献を果たしてまいります。業界のリーダーとして社会貢献を果たしてまいります。

株式会社株式会社 ニッピニッピ


